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筑波研究学園都市のオｰルコアボｰリング

磯部一洋･相原輝雄･宇野沢昭

IchiyoISo脱TeruoAI亘ARAAkiraUNOzAwA

はじめに

浅層層序解析のためのオｰルコアボｰリングが昭和

56年10月12～30目に茨城県筑波郡谷田部町松代(第1

図)において施工された.この工事は地質調査所

がr筑波研究学園都市の地質に関する研究｣の一環とし

て標準層序の確立に必要な不かく乱試料を全深度に

わたって採取するために行われた筑波研究学園都市の

地質調査1号試錐(略称GS-TS1号)である.昭和57

年以降にも学園都市内で掘削する予定である.

ボｰリング地点は学園都市中央部松代5丁目の公

務員住宅地区の近くに位盾する.掘削機種には鉱研試

遠藤秀典･岡重文

��湯物����敦畭��

錐(製)0E-1型が使用されボｰリングの全孔長70m

孔径116mmの規模で施工された.掘削終了直後応

用地質調査事務所(製)ジオロガｰによる電気検層カミ実

施され大地の自然電位と電気比低抗値に関する連続測

定結果カミ得られた.また採取コアについては貝化

石･有孔虫･珪藻･花粉･軽石及び火山灰層などに関す

る分析が目下行われておりこれらの研究成果について

は逐次報告する予定である.

ボｰリング実施までの経緯

学園都市及びその周辺の筑波･稲
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第1図筑波研究学園都市及びオｰノレコアボｰリング地点図

A高エネルギｰ物理学研究所B建設省土木研究所C

D工業技術院研究センタｰE農林水産省研究団地

筑波大学

敷台地の地下地質を詳しく取り挙げ

た報告は佐藤(1927)による7万5

千分の1図幅r筑波｣発行から筑

波大学による筑波の環境研究(昭和

51～55年)の開始までの約50年間

みるべきものカミなかった.これは

台地の高度が20～30mと低い(第1

図参照)などの理由によって小規

模た露頭しか発達せずまた地層カミ

水平に近いために伏在する下位の

地層観察カミ十分に行えなかったこと

などによる.従ってこのよう住

地域の調査においては露頭観察はも

ちろんのこと既存ボｰリング試･

資料の活用ならびに掘削断面の観察

が不可欠である.

学園都市内でボｰリングにより

採取された試料としては標準貫入

試験などの建築物基礎地盤調査に関

連しスポット状に採取されたものや

水井戸掘削時のかく乱試料校とがあ

るに過ぎない.これらのボｰリン

グ試料に含まれる化石の分析を行い

古環境の推定･地層区分などを行っ

た報告は青木ほか(1980)がある.

この報告では筑波大学構内の深層�
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料を基にした層序解析の実施を計

画している.一般に地盤調査ボｰ

リング資料には岩相と標準貫入試

験結果のみが記載され地質学的な

意味での地層区分や対比は全くなさ

れていない･そのために層序解

析の標準として深度60m以上のオ

ｰルコアボｰリングを実施し標準

層序の確立と地層の対比を行う必要

がある.さらに研究の進歩にとも

たって地盤調査ボｰリングの実施

されていない地域における資料の補

完のために他の数箇所でボｰリン

グを実施するようになるものと考え

られる.

初年度の1号試錐予定地点として

は一般に完全な試料が得られる可

能性カミ高くかつ化石･軽石及び火

山灰層の存在する泥質相の堆積物

(以下では泥質層と呼ぶ)の厚く堆積

する地域を選定し実施することに

した一一応現時点において学園

都市及びその周淳における泥質層の

発達状態を既存の諾資料と比較検

討してみた.

泥質層の発達状態

L一二｣｣5k･

第2図上部泥質層の下限高度

一15一等高線(m)｡地盤調査ボｰリング地点

地下水の観測井(深度300m)掘削時に2.5～3m間隔で

得られたかく乱試料カミ使用されたのである･標準層

序の確立には上述のようなかく乱試料について実施し

たコアの観察･微化石分析結果などでは不十分である.

このためオｰルコアボｰリングによって全深度にわた

り不かく乱試料を採取しコアの観察･分析などを計画

した･このボｰリング試料に基づく研究は学園都市

における標準層序確立のため最初の成果となるものと

期待される.

本誌No,325p.58～59及び本文冒頭において述べら

れている通り平野(台地)の環境地質図類を作成する

ために既存地盤調査ボｰリング資料及び一部の保存試

既存のボｰリング資料

学園都市の中･高層建築物などを

対象とした基礎地盤調査は建設省

大蔵省文部省住宅･都市整備公

団目本道路公団などによって行われている.これら

のボｰリング資料集ともいうべきr筑波研究学園都市地

盤図｣(建築保全センタｰ198ユ)カミ昭和56年1月に建設

省筑波研究学園都市営繕建設本部によって監修･出版

された.これに集録されたボｰリング数は約1,500

本でありその地点は建築物の多い都心地区に集中する

一方周辺地域においては極端に少ない.

この地盤図の付図の一つであるボｰリング地点位置図

には一辺2kmのグリッドが設けられそれぞれのグ

リッド毎に一連番号が付けられている.目的とする

場所のボｰリング地点番号から直ちにその場所の地質

柱状図を調べることができるのでここで問題とする泥�
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露頭観察によれば腐植質あるい

は凝灰質の粘土･シノレト･シル

ト質砂層を主としところによ

っては礫混じり砂層･砂礫層に

変わる淡水成の堆積物で本属

の下位には浅海成の砂層が分布

しその上部には時に潮間帯を

示すとされるヒメスナホリム

シの生痕化石を産する砂層が分

布する.
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第3図
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下部泥質層の下限高度

一一15一等高線(m)｡地盤調査ボｰリング地点

×オｰルコアボｰリング(1号試錐)地点

質層の厚い地域を識別するのに便利である.

台地表層部に発達する泥質層の分布

台地上に掘削されかつ適当な間隔に位置するボｰリ

ング地点のうちから前に述べたブロック毎に最高20地

点まで選んだ･総数296地点の地質柱状図について

台地上から深度15m以浅の深度に発達する泥質層(薄い

砂層及び砂礫層を挾むこともある)の下限高度(海抜高度で

あり以下単に高度と呼ぶ)あるいは貫入試験によるN値カミ

10以下からそれ以上に急変する位置の高度を求め第2

図に上部泥質層の下限高度を示した.この泥質層は

本属の下限高度を調べると

15mより低い地域が学園都市

の中央部に当たる並木･松代及

び建設付属3機関を中心に分布

しそのうち著しく低い(11士n

以下)地域は並木東部･農林

水産省研究団地北部(果樹試験

場)にみられる.一方中央

部の中でも通商産業省工業技

術院研究センタｰ西部･建設付

属3機関南部には高い(18

m以上)地域が混じって分布す

る.下限高度の高い地域は

その低い学園都市中央部を取り

巻くように分布し特に桜川寄

りの台地東部から乙戸沼を経て

農林水産省研究団地中部に向か

う.

本属の下限高度は東部で最

高20m以上中央部で最低10m

以下を示しその差10mは東

西方向にとった台地表面の高度

差5mの2倍以上に相当する.

また地質柱状図によれば学園都市内には泥質層が13㎜

前後と厚い地域とわずか数10cmと極めて薄い地域と

がみられる.これらのことから上部泥質層の下限高

度は台地表面の高度以上に起伏に富み泥質層の厚い

地域が地域的に片寄って分布していることが知られる･

台地下部に発達する泥質層の分布

上部泥質層の直下には一般にN値が寓い(30～50以上)

細粒～中粒砂層が数m以下の厚さで分布する.さら

に下位には海成あるいは一部淡水成と考えられる泥質層

カミ地域によっては非常に厚く堆積する(以下ではこの厚�
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第4図学園都市中央部における地盤調査ボｰリングの地質柱状図と泥質層の下限

い泥質層を全て淡水成の堆積物と考えら

れる上部泥質層と区別して下部泥質層

と呼ぶ).

台地上に掘削されたボｰリング

(第2図参照)及び小河川の谷底に掘

削された幾つかのボｰリングのうち

比較的掘削深度の大き在もの総数

144について下部泥質層の下限高

度あるいはN値の20以下からそれ

以上に急変する位置の高度を求め

第3図にその下限高度を示した(な

お泥質層に挾まれた相対的に薄い砂層

は海成と考えられることなどから本

属の一部とみなされる).

下限高度をみると学園都市中央

部の並木･松代それに建設付属3

機関東部･文部省高エネルギｰ物理

学研究所南部･豊里町中部の5地域

を中心に高度一15m(海面下15m)

以下と著しく低い地域が分布する.

一20m以下の地域は霞ケ浦(土浦

市)方向から工業技術院研究センタ

ｰ東部に達し一旦洞峰沼付近にあ

る局い(5m以上)地域によって途切

れた後再び松代から吾妻西部に広

く分布する.さらに松代から北

西の豊里町中部にかけ高度一10m

以下の地域が延びている.一方

これらの地域を取り囲むように下

限高度の高い地域カミ周囲に分布し

特に桜川寄りの台地東部から洞峰沼

を経て乙戸沼北西まで高度Om以

上のそれが延びている｡下部泥質

層の下限高度は最高5m以上最

低一20m以下でありその差は25m

以上に達し上部泥質層における同

様な差の約2倍以上に当たる.

第4図は学園都市中央部洞峰沼

付近に分布する下部泥質層の下限

高度の最大地域とその東西方向に

分布する最小地域を横断するA-A∫

断面(第3図参照)上及び付近のボｰ

リング8箇所の地質柱状図である.

短かい破線及び長いそれはそれぞ�
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れ上部･下部泥質層の下限を示している.下限高度の

低い場所では上部･下部泥質層がともに厚いが逆に

その高い場所では上部泥質層が比較的薄くかつ下部

泥質層の存在も不明瞭となる･狂お下部泥質層の厚

く発達する地域ではその直下に砂礫層が連続的に分布

することが多い.

学園都市全体に関しても上部･下部泥質層の下限高

度の低い地域には泥質層カミ上下に分かれて厚く堆積し

ている傾向がみられる･上部泥質層の下限高度が15m

以下でありかつ下部泥質層のそれカミｰ15m以下と著し

く低い地域は学園都市中央部の松代･並木地区である.

松代5丁目で掘削された深度50.26mのボｰリング地

質柱状図(第4図の左から3番目)はこの地点が学園都

市内でも特に泥質層の卓越することを示している.そ

こでこのボｰリング地点に極く接近した場所を選定し

てここに述べるオｰルコアボｰリングが実施されたの

である.

部分については外径104mm･内径72mmのトリプル

サンプラｰを用いて掘削された･コア採取は通常無

水掘りで行われトリプルサンプラｰによる掘削なら

びにルｰズな砂･砂礫などを対象とする掘削には泥水

が使用された.

コアの採取は泥質部分の試料については良好であっ

た.これに対して泥分の少ない砂質部分の採取は

著しく困難であり同一コアの採取に2～3回の掘削を

必要とした箇所もありその場合試料のかく乱を避ける

ことが不可能であった.1度の掘削で採取することが

できたコアの長さは泥質部分(写真2)で最長1.3m

砂礫及び砂質部分では最短0.1mであった.また1

目当たりの掘進速度は最高7.75m最低2m平均5m

であり深度の増大とともに泥質相から砂礫･砂質相へ

変化することもあって著しく低下して行った.全孔

長に対するコア採取率は97.5%とほぼ予期した通りで

あった.

コア採取の経過

掘削は高度22.3mの農耕用車輌搬入場所において行

われた(写真1)･全長70mの掘削は116m㎜のビツ

トを用いて行われたがそのうち地表から深度32.4mま

では外径116血m･内径98mmのサンプラｰ深度32.4

mから掘り止め深度70.1mまでは外径100mm･内径

83mmのサンプラｰ特にルｰズた砂質･粘稿な粘土質

写真1工事風景

コアの概略

第5図は現場の記録に基づく観察結果である.こ

れによると約150m北東において掘削された地盤調査

ボｰリングのそれと層序ならびに対応する地層の高度

はほぼ一致するカミオｰルコアボｰリングによる柱状図

の万カミスポットサンプリングによるそれより貝化石

･軽石･腐植物･生痕化石などの記載がより詳しい.

また今回使用されたサンプラｰの内径カミ72～98mmと

大きいために長径80mm程の礫や75mm前後の二枚貝

化石の破片も採取されており試料の同定･分析などの

進むのにつれて詳細な地質情報が得られることであろ

う.

第4図の各地質柱状図の下限は何れもN値の高い砂

写真2採取されたコア(泥質層)�
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シグのそれとの差は0.1m未満でありこの付近

における砂礫層の上面はほぼ水平に近い.

7)砂礫層の厚さは5.6mと薄くマトリックス

カミシルト～砂からなり著しく淘汰が悪い.

8)砂礫層の直下には2m以上の泥質の砂層があ

りその上･中部に貝化石下部に腐植物が含ま

れる.

9)その下位には締まった腐植物混じりの泥質層

カミ厚く発達する.

10)掘り止め深度に当たる高度一48m以深に

は青木ほか(1980)による層序を参考にすると

砂礫層が伏在するものと推定される.

第5図1号試錐の地質柱状図

礫層や砂層の途中で掘り止めとなっているためにこれ

らの地盤調査ボｰリング資料からはその基底及び下位

層の分布が把握されていたい･それカミ今回のオｰルコ

アボｰリングにより始めてこれらが把握された.

掘削終了までに行われた簡単なコアの観察結果からで

はあるが以下のことカミ明らかになった.

1)上部泥質層の上半部はこの地点では泥層と狂らず

に細砂層に変わりその層相変化は本属下半部及び下位

層のそれに比べてより著しい.

2)上部泥質層の直下には軽石(第5図の柱状図中のv

の記号)を多量に含む中･粗粒砂層を主とした砂質層か

約5m存在しその基底付近に薄い砂礫層をともなう.

3)学園都市中央部では高度5mを中心に貝化石をと

もなう細砂･シルト層が分布するカミここでは貝化石床

カミ特に発達する.

4)高度3～一20mまでは下部泥質層の主要部分に当た

り貝殻の細片を含むシルト～細砂の細互層カミ異常に

厚い.

5)高度一24m以深に分布する砂礫層の上位には約2m

の腐植質泥層カミ発達する.

6)砂礫層の上限高度と約150m離れた地盤調査ボｰリ

おわリに

1号試錐は学園都市内で最も泥質層の厚い地

域で行われた･この泥質層には貝化石･微化石

･軽石などが含まれていてそれらの同定･分析

を通じて早急に標準層序の確立を行う必要カミあ

る.また泥質層の著しく厚い地域として並

木～工業技術院研究センタｰ東部･建設付属3機

関東部･同北部･豊里町中部などの台地上が注目

される.

反対に砂質層の著しく発達する地域として

洞峰沼付近･桜川寄りの台地東部がある.これ

ら相互に対照的な地域から採取された試料の同定･分析

カミ行われることにより砂質層と泥質層か異なる層準の

ものであるのか同時異相であるのかカ湖らかになろう.

これカミ解決されることによって地層の対比だけではな

く第四紀における構造発達吏も解明される糸口カミ得ら

れるものと考えている.
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